
 

会議録 
 

会議の名称  西東京市使用料等審議会 平成18年度 第2回会議 

 

開 催 日 時 平成18年10月17日（火） 午後2時から午後4時30分まで 

 

開 催 場 所 田無庁舎3階庁議室 

 

出 席 者 
米田会長 竹之中委員 川村委員 
事務局：坂井企画部長 名古屋生涯学習部長 宮寺社会教育課長 飯島企
画課長 金子企画部主幹 西谷企画部副主幹 山野上企画課主任 

 

議 題 
1 西東京市学校施設使用料の適正化について（諮問） 
2 その他 
3 施設見学（青嵐中学校） 

 

会議資料の
名 称 

資料1 学校施設使用料について 
資料2 原価計算書 
資料3 青嵐中学校特別教室面積及び使用料 
資料4 図面 
資料5 武蔵野市立・三鷹市立学校施設の使用料 

 

記 録 方 法 □全文記録 □発言者の発言内容ごとの要点記録 ■会議内容の要点記録 

 

会議内容  

発言者名： 
発言内容 
○企画課長からの報告 
・文化及びスポーツ施設の適正化について昨年度1月31日と4月11日に答申をいただいた
が、内部的な事務の都合により市議会に議案提出できなかった。遅れて申し訳ないが、
答申を踏まえ所定の手続きを経て、今年度中に改定したいと考えている。 
 
○議題1 西東京市学校施設使用料の適正化について（諮問）  
・青嵐中学校は、老朽化により校舎を建て替えている。青嵐中学校建替協議会からの答
申では、地域の核を目指し生涯学習の場として地域住民と共に学ぶ場であることが望ま
しいとの提言があったことから、地域に開放される施設を設置し、その使用料について
諮問する。 
・原価計算の結果は資料2のとおりだが、「使用料等の適正化に関する基本的考え方に
ついて」に則り、けやき小学校の施設使用料と同じ考え方で、使用料は公費と受益者の
負担割合を概ね半々とし、資料1のとおりとしたい。この金額は、近隣市の金額も考慮
して設定している。 
・なお、資料に記載した施設名は仮の名称であり、多目的室1は多目的室、多目的室2は
会議室として使用料を設定している。 



 
質疑応答 
○委員：施設は全て貸し出しするのか。 
○事務局：プールはけやき小学校と同様に、使用者の安全面を考え除外したが、それ以
外は学校教育に支障がない範囲で貸し出す。 
○委員：金額はけやき小学校と同じか。 
○事務局：原価計算の概ね半額とし、近隣市の時間当たりの金額も考慮したが、結果と
してけやき小学校と施設規模が同程度であることから同額と設定した。 
○委員：コンピュータ室のパソコンなど備品は対象外か。 
○事務局：基本的には部屋の貸し出しだけである。ただし、学校長が許可すれば備品を
貸し出すことも可能である。 
○委員：生徒がいる時間は当然貸し出しできないと思うが、貸し出しの時間帯はどうな
るのか。 
○事務局：土日はクラブ活動で生徒がいることがあるため、夜間が主となる。 
○委員：夜間となると管理するための人件費がかかると思うが、0.1人で良いのか。 
○事務局：警備については委託しているため、物件費に計上している。 
○委員：利用状況の実態はどうなっているのか。 
○事務局：けやき小学校の17年度実績は、体育館669時間、会議室23時間、講堂2時間で
歳入は33万8,000円であった。これとは別に免除となったものは、体育館287時間、会議
室26時間で14万8,000円分あった。主な施設については、利用可能時間の6割から7割が
使用されている状況である。 
○委員：使用に関する宣伝はあまりされていないのではないか。 
○事務局：西東京市全体では社会教育関係の団体の利用は、他市と比べると多いほうで
ある。 
 
 
○議題2 その他  
・今年度は、青嵐中学校の他に事務手数料の改定、田無庁舎の駐車場の有料化、ごみの
有料化について審議いただきたいと考えている。ごみについては、他の審議会で有料化
が是という答申がされた場合、その料金についてご審議いただくものである。 
 
 
・以上の審議終了後、青嵐中学校を視察。 
 

 


